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市
政
@
論
調
印
@魚

津
市
議
会
臨
時
会

議
長
・
副
議
長
を
選
出

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、
選
挙
後
の
初
め
て
の
組
織
議
会
と
し
て

5
月
日

日
に
招
集
さ
れ
、
正

・
副
議
長
と
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
な

ど
を
決
め
た
あ
と
、
次
の
議
案
が
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
初
心
を
忘
れ
ず
、
輝
か
し
い
二
十

似

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
一
世
紀
に
向
け
て
、

「
愛
と
う
る
お

ゆ

る
ご
支
援
に
よ
り
、
五
た
び
当
選
い
の
あ
る
活
気
あ
る
街
づ
く
り
」

紛

の
栄
誉
に
浴
し
、
引
き
続
き
市
政
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県

怖

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、
都
市

mw

感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
る
と
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
生
活
環

ゆ

似

同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
き
を

境
の
充
実
、
産
業
の
振
興
を
は
か

紘

一明
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

り
、
「
調
和
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
、

粉

体

昭
和

U
年

5
月
、
市
長
に
初
当
硯
日
を
築
く
豊
か
な
ま
ち
L

、
「文

伶

的

選
以
来
、
私
は
清

潔

誠

実

市

化

的

香

り

高

い

ま

ち

」

の

建

設

の

側

偽

民
と
の
対
話

・
刷
新
を
モ

ッ
ト
ー
た
め
、
市
議
会
と
協
力
し
、
最
善
の

嚇

似

に
市
政
の
運
営
に
努
力
を
し
て
ま
努
力
を
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
似

ゆ

い
り
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
温
い

体

五
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
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い

的

過
去
の
貴
重
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を
生
か
し
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申
し
上
げ
ま
す
。
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水
産支中
物-.-号

事政?
1旦 二

義雄i
興 ぉ♀
号 議芙
芳 )号

:::E E童書留臨草書家;毒事信頼言自
一一婦人問題・青少年問題について、お気軽にご相談ください。

婦人地域活動推進員

校下名 氏 名 住 所 電話番号 校下名 氏 名 住 所 電話番号

大町
宮崎静香 新角川1-8-14 22-1229 

道下
小林美恵子 本新町903 22-6665 

稲垣たづ子 本町2-11-8 22-0263 =口と 田節子 仏又595 24-0858 I 

菅 原祐子 火の宮町11-18 24-1441 岡 田可祝 経団西町4-22 22-11271 

村 木 大沢裕 子 中央通り 2-5-1
経団

三田村 比佐乃 江口1475-4 24-70281 22-0149 

田原総子 緑町6-5 22-6353 
西布施

高島康子 蛇回513-1 31-7205 I 

野沢伊枝子 三ケ549 24-4062 谷崎恵子 長引野566 31-7603 I 

住 吉
寺田祥子 住吉3649 22-1661 

里崎 トヨ子 浅生2082 22-3725 青少年育成県民運動推進指導員
上中島

広瀬澄子 有山357 24-8058 区域 氏 名 住 所 電話番号

肥塚富子 鹿熊1646 33-9639 大町 吉野雄一 本町2-13-22 24-5137 
松倉

清河多喜子 北山383
村木 大城 護 諏訪町15-12 22-3381 

33-9446 
住吉 高島 勝 三ケ966 22-1813 

湯上喜代 大海寺野758 22-4500 
上野方

広田愛子 大海寺野1460
上中島 谷原幸和 吉野474 24-27241 

24-8571 
松倉 石橋嘉夫

寺島美津江.
金山谷1079 33-9956 

下村木町3474-1 22-1639 
坪野 道 小 島 茂 生 坪野541 33-9417 

本江 三井美弥子 友道1588-12 22-2478 
上野方 高野行雄 大海寺野5992 24-7770 

加納綾子 本江1462 22-0548 
本江 岩崎順子 大光寺24-1 22-6481 

伊藤麗子 島尻932 32-8613 
片貝 平野武久 島尻276 32-8456 片員

山越たみ子 山女13 32-8723 加積 3オF木‘Z 幸 英 吉島2398 22-3580 
玉野千恵子 吉島1745-10 22-6329 天神 大久保義雄 東山1081 32-8862 

吉島
稲場百合子 六郎丸696 22-6735 道下 杉本茂一 イム田2900-47 24-3443 

関 口静枝 東尾崎5145 31-7168 経団 経沢忠勝 経団中町ト45 24-3808 1 

横田 恵美子 青柳57 23-0378 西布施 高橋俊一 小川寺130-2 31-7312 1 
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家 紋
下半期に補正され た主なもの

砂増額されたもの‘

除雪対策費及び‘小型除雪機械購入費=1億 10万4千円、企業立地事業補助金=5，941万3千円、人事院勧告に伴う職員給

与改定による人件費=2，114万2千円、土地改良事業等補助金=1 ，226万1千円、庁舎外壁修綿工事費=580万円など。

砂減額されたもの‘

街路(立体交差)事業費 =4，934万5千円 、生活保護扶助費=3，272万8千円、団体営ため池等整備事業費=2，030万円、

下水道事業会計繰出金=1，458万7千円、特別障害者手当等及び児童手当=1，021万円など。

なお 3月末現在の各執行状況は、下表のとおりです。

昭和62年度一般会計収支状況

況

(歳出)

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 
議 tz』z 費 11意98，229 lf:~95 ， 966 98.9 

，4》心r、、 務 費 151怠31，314 141:a51，475 94.8 

民 生 費 191窓36，284 181.M4，321 95.3 

衛 生 費 41:a68，407 41窓54，056 96.9 

労 働 費 48，546 44，926 92.5 

農林水産業費 9 1.~12 ， 747 8億35，537 91.5 

商 工 費 41.怠57，144 3 1.~91 ， 985 85.7 

土 木 費 24UH8，442 191.M5，932 80.5 

j肖 |坊 費 21.意94，960 21意88，666 97.9 

教 育 費 131窓55，903 111窓14，935 82.2 

*- ヨEコ三 復 !日 費 41，036 31，494 76.7 

公 イ責 費 101意89，269 101窓50，153 96.4 

諸- 支 出 金 11窓07，442 43，461 40.5 

予 {賄 費 23，880 。 。

歳出合計 1081.愈83，603 961.意92，907 89.1 

(3月末現在)(歳入)

区 分 予算額 収入済額 収入 割合

千円 千円 % 
市 税 491E58， 129 471.意82，422 96.5 

1也 方 譲 与税 11:む00，000 H~15 ， 174 115.2 

娯楽施設利用税交付金 20，000 29，084 145.4 

自動車取得税交付金 80，000 1 f.~08 ， 727 135.9 

地 方 ヲ戸匂、付税 9m96，300 121意43，340 124.8 

交通安全対策特別交付金 12，000 12，957 108.0 

分担金及び負担金 31芯60，047 31窓53，454 98.2 

使 用料及び手数料 21怠20，149 21:a01，755 91.6 

国 庫 支 出金 101窓72，808 9f.葱88，669 92.2 

県 支 出 金 61窓28，677 51窓00，751 79.7 

Rオ 産 収 入 11窓06，171 11葱10，125 103.7 

寄 附 金 21:a01，815 1IM5，112 71. 9 

~* 越 金 71意42，428 71怠42，428 100.0 

諸- 収 入 31窓92，304 11意68，296 42.9 

市 {賞 91怠92，775 86，075 8.7 

歳入合計 1081意83，603 95f.意88，369 88.1 

%) 

会計区分 予算額
執 行 状 j兄

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

下水道事業 91.芯32，843 41窓39，407 47.1 81:a39 ，633 90.0 

簡易水道事業 19，079 17，787 93.2 16，871 88.4 

国民健康保険事業 221.M2， 500 201意03，648 89.3 181惹42，114 82.1 

老人保健医療事業 281窓15，630 251意92，171 92.1 251窓92，350 92.1 

農業共済事業 11意15，639 89，091 77.0 76，100 65.8 

水族館事業 2f.窓83，150 21.意82，055 99.6 21意64，606 93.5 

計 64f.意08，841 54f.意24，159 84.6 561.意31，674 87.9 

(単位 :千円特別会計予算執行状況 (3月末現在)

位
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
う
ち
、

防
火
水
そ
う
(
鉢
地
内
)
設
置
、
市

道
大
熊
鉢
線
、
鉢
3
号
線
整
備
事
業

に
は
簡
保

・
年
金
資
金
積
立
金
の
融

資
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
積
立

金
還
元
融
資
を
受
け
て
清
掃
運
搬
車

を
購
入
し
ま
し
た
。

市有財産の状況

土 地 建 物
m' 口l'

886，984 143，648 

有価証券その他 基 金
千円 千円

159，392 981，348 
清掃運搬車



夏看の

昭和63年 6月広報うおづ(5) 

市の財政状況がどのような状態になっているかを 1年に 2回、市民の皆さんにお知らせすることになっています。

昭和62年度の一般会計当初予算は、 100億250万円で、上半期(4月-9月)中に 7億2，148万l千円を追加補正してお

りましたが、 10月から 3月までの下半期でさらに6，914万8千円を追加補正しました。

結局 、一般会計予算の総額は、前年度からの予算繰越分9，047万4千円を加え、 108億8，360万3千円となり、前年同期の

106億5，103万9千円に比較して2.2%の増となっております。

市債の状況は月末)
/ 土 木 イ責 2.689.335千円

教 =同念 " イ責 2.236.399千円

特別地方 債 702.810千円

目 公営住宅 債 505.650千円

農 林水産 債 482.300千円

的 県貸付金 467.085千円

災害復旧 債 183.105千円

jjU 術 生 債 155.100千円 斤消 防 償債 74.747千円

縁 故 債 146.643千円 舎災 復建 設 42.172千円
火 旧債債 21.642千円

臨時財政特例債 96.800千円 特定資金公共事業 14.175千円

く 市 債 総 額 78億 17.963千円

市民一人当り負担額 156.908円

1-1田k 
大 蔵 省 4.176.698千円

郵 政 省、 2.202.394千円

入 公営公庫 730.227千円

先 富 山 県 467，085千円

jjlj オヒ F主 主艮 4守 49.880千円

共済組合 36.848千円

¥ そ σ〉 他 154.831千円

一
人
権
擁
護
委
員
制
度
を

一

ご
存
じ
で
す
か

一

み
な
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毎
日
の
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中
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因
っ
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こ
と
や
悩
み
ご
と
の
あ
る
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一
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

}

人
権
擁
護
委
員

一o奥
村

信

子

新

角

川

2
の

7
の
7

い

g
n
|
4
5
9
5

山

0
高

島

信

作

東

尾

崎

3
5
3
9

十
一

告

白

|
7
2
5
5

一

}

O
谷

原

幸

治

吉

野

4
7
4

一一

室
|
7
0
5
1

一

γ

0
塚

本

慶

久

中

央

通

1
の
ー
の
お

一…

2
n
|
3
7
8
6

円

い
万

日
間

}

則

一

一時借入金の状況は月31日現在)
借入額 | 借入先 | 借入期間

250，000，000円|北陸銀行 I63 . 3 . 25 -63 .4. 1 

市民の市税負担状況

2円

215円

人口 49.825人

世帯数 13，708世帯

(昭和63年3月31日現在)

湯税

10，711千円

軽 自 動 車 税

37，450千円

気税

249，977千円

市たばこ消費税

263，374千円

特別土地保有税

106千円

入

電

固 定資 産 税

1，925，481千円

市 民税

2，295，323千円

8円

2，732円

781円

無
料
交
通
事
故

相
談
の
ご
案
内

平
日
の

9
時
却
分
か
ら
日
時

加
分
と
第

2
・
第

3
以
外
の
土

曜
日
午
前
中
は
専
従
相
談
員
が

お
り
ま
す
。

ま
た
、
第

2
・
第

4
木
曜
日

の
日
時
か
ら
は
ω
時
は
弁
護
士
相

談
日
で
す
。

O
会
場
及
び
問
い
合
わ
せ
先

(
社
)
日
本
損
害
保
険
協
会
富

山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
(
富
山
市
桜
橋
通
り

l
!
日

富

山

ビ

ル

7
階

8
0
7
6
4
1詑
l
2
2
9
4

とと と と とと と と と と と と

こ き 、、ー，ー き こ き
、，

き 、、ー，ー き
『炉 き、- 」

ろ 人 ろ 内 ろ 教 ろ 市 ろ 行 本目
品:/ ~月6 0 権

市f所商量 週毎火・ E 崎眠
教育 午後9 週毎月 育 役市午前9 毎日 民[ 市午後毎月 政

役 1 第 談
ザプラ 品時午千 姐百

セ時 所 時 品 所時 1

水 相 ン i 木 相 市 1 ・相 市 i ・相 案工 - タ午曜 民午管 民 4 第

階3 ni_ _員，災 観光金曜 山訟
| 後日

吾員火火 相談後5F』 t z訳... 相時 3 =-量，失 内相 5 談木

時4 課内 日 談室 時 室時 室曜
、、_，/ 日

"-"，， "-""-，，，，町.""-"-"，，--，，-，，，，"-"，， ，.陶."""-"，， "-""，-"，， ".陶Oi"".向'''''''_". .......睡..........回-雌-雌
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海
岸
地
域
の
快
適
な
環
境
づ
く
り
の

広報うおづ昭和63年 6月

位主函 亘 画孟画面画
た
め
の
基
本
計
画
の
あ
ら
ま
し

近
年
、
社
会
は
高
齢
化

・
成
熟
化
が
進
み
、
市
民
の
価
値
感

や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
生
活
環
境
の
「
利
便
性
」
や

「
安
全
性
」
の
み
な
ら
ず
、

「
や
す
ら
ぎ
」
や
「
う
る
お
い
」
を
も
た

ら
す
快
適
で
魅
力
あ
る
環
境
の
創
造
を
目
指
す
要
望
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
魚
津
市
は
、
富
山
県
か
ら
海

岸
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
作
成
の
指
定
を
受
け
、
海
岸

ア
メ
ニ
テ
ィ

・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

海
岸
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
基
本
方
針

二本松付近(仏国地内)

魚
津
市
の
海
岸
地
域
は
、
国
の
特

別
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
埋
没
林
」
や

「
ほ
た
る
い
か
群
遊
海
面
」
の
ほ
か

「
し
ん
き
ろ
う
」
と
い
う
特
異
な
自
然

現
象
が
見
ら
れ
る
地
域
で
す
。
ま
た
、

片
貝
川
河
口
や
総
合
公
園
付
近
に
は

砂
浜
や
松
林
が
み
ら
れ
、
緑
地
帯
と

し
て
貴
重
な
空
間
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
取
り
か
こ
む

環
境
は
、
そ
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
性
を
十

分
に
生
か
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
冬
期
間
に
見
ら
れ
る
「
寄
り
廻

わ
り
波
」
の
影
響
の
た
め
、
広
い
範

囲
に
わ
た
り
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
や
防
波

堤
な
ど
の
施
設
が
み
ら
れ
、
海
岸
地

域
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
要
素
で
あ
る
景
観

や
汀
へ
の
接
近
性

・
親
水
性
を
左
右

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
点
を
考
慮
し
、
各
地
区
の

特
徴
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
を
修
復

し
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
岸

地
域
の
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と

と
し
、
そ
の
基
本
目
標
を
次
の
よ
う

に
設
定
し
ま
し
た
。

基

本

目

標

『
海
辺
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源

の
修
復
と
活
用
』

1
親
水
性
の
あ
る
海
辺
空
聞
の
形
成

2
良
好
な
海
辺
景
観
の
保
全
と
創
出

3
海
岸
文
化
の
継
承
と
文
化
的
環
境

づ
く
り

海
岸
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

整
備
方
向

海
岸
地
域
を
大
別
し
て
、

「
し
ん
き
ろ
う
ロ

l
ド
ゾ
ー

ン」

、

「
埋
没
林
周
辺
ゾ
ー

ン
」
、
「
総
合
公
園
周
辺
ゾ

ー
ン
」
の
一
一
一

つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、

関
連
す
る
諸
計
画
や
各
種
事

業
と
の
整
合
性
を
保
ち
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
取
り

組
む
も
の
と
し
ま
す
。

V
し
ん
き
ろ
う
ロ

l
ドゾ

ー
ン

・
良
好
な
海
岸
道
路

・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
形
成
と
水
辺
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
(
親
水
護
岸
化
)

の
整
備
。

V
埋
没
林
周
辺
ゾ

l
ン

.
埋
没
林
館
周
辺
及
び
魚
津
港
周

辺
の
環
境
整
備
。

V
総
合
公
園
周
辺
ゾ

l
ン

・
総
合
公
園
及
び
水
族
館
を
核
と

し
た
市
民
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
整
備
。

海
岸
地
域
に
お
け
る

ア
メ
ニ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
に

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
行
政
の
な

す
べ
き
こ
と
が
多
い
の
は
勿
論
で
す

が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
か

な
と
こ
ろ
か
ら
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
姿
勢
が
根
本
で
す
。

岸海町大

川
や
海
岸
へ
の
ゴ
ミ
捨
て
は
や
め
、

投
げ
棄
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
取
り

除
く
清
掃
活
動
な
ど
も
海
岸
ア
メ
ニ

テ
ィ
実
現
の
た
め
の
大
切
な
要
素
で

す
。市

民
と
行
政
が
一
致
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
こ
そ
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
真
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

o 0 き次ち 信r
っとんのま色 ー可 ED

どきの石宇ゎ語市 つ ま 山
いごり どち県
の 6 協り」 いま事知
会場 1月3 力を 催関 語と おい 」が多わ、

大明日)願お ;5つる詰五 関かり・ の
町いど 三五

公 f 主 い事 れ聞
館民 み =Mfpまlまる

な、 す



(7)広報うおづ昭和63年 6月

.倉本キヨさん、満100歳の誕生祝

中央通り二丁目の倉元きよさんは、 5月15日、めでたく満100歳

の誕生日を迎えられました。長寿をお祝いして、市長から祝状

と記念品が贈られました。

...献穀圃場の田植式
今年の宮中への献上米の田植えが、石垣の石崎甚栄さん宅圃場

で行われました。 5人の早乙女が、古式にのっとり、かすりの着

物に赤いたすき、 菅の笠というあでやかな姿で手植えしました。

4月に入って気温が低〈、牧草の成育がいま一つだった新川

育成牧場では、例年よりおそく 4月27日に放牧式を行いました。

牧場に放された乳牛は、のんびり草をはんで自然を満喫して

いました。

カメラ

k レポ

‘噌必込町〆

本を読んてネ/
市立図書館では、 「こども読書週間」の 5月

7日サンプラザで、風船を配って読書キャンペ

ーンを行いました。

どゐ 「

h e 
h ‘，，/'  

.、ー-

企北洋サケ・マス船団出航
5月18日と 19日の両日、魚津市関係のサケ ・

マス漁船4隻が家族や関係者の見送りを受け、

元気に出航しました。

船団は、 北海道の花咲港に集結し 、 5月25日

の解禁に備えます。
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み
ん
砲
の
ま
.
菰

E
V
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マ

女

子

広
浜
良
子
(
魚
津
市
)

泊
分
臼
秒

マ
中
学
男
子

石

田

二

大

沢

野

町

)

日
分
間
山
秒

マ
中
学
女
子

奥
井
明
子
(小
矢
部
市
)

mm
分
必
秒

会
日
程

自
旬
包
間
以
邑

受

講

生

募

集

/

6
月
(
毎
週
火
・金
・土
曜
日
)

7

・
A
吐
・
1
4
3
J

F

d

-

-
A

.

円，

h
E
ι

》
〉

'
n
u
'
ワ
'
'
凋品
.
1
3

，白、4
可

E
4
4
唱
E
--
4

n
ノ
u
r
r
L

i
t
t
i
n
O
E
U
-
-

t白

.
1
A
.
1
.
2
f

午
後

7
時

1
9
時

市
民
弓
道
場
(
総
省
体

育
館
横
)

食
受
講
料

4
0
0
0
円

食
間
合
せ
及
び
申
込
み
先

0
弓
道
協
会

川

上

信

E
n
|
0
9
8
3

0
体
協
事
務
局

E
n
-
-
2
6
3
 

セセ
場時

所 問

が空
ん回

と
-
と
こ
ろ

-
対
象
者

っ
こ動

会

き

魚
津
の
元
気
な
子
供

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
家
族
揃
っ
て
参
加

し
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
l
v
辛
子
し
ょ
、
っ
。

7
月

3
日
日

午
前

9
時
ぬ
分
か
ら

日
時
初
分
ま
で

西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
雨
天
西
中
体
育
館
)

市
内
保
育
園
の
年
長

児

(
5
歳
児
)
と
保

護
者

白鳳@ス滅ーツごよ砂

とき 1T 事 名 ところ

会長杯争奪卓球大会 総合体育館

テニス協会
ミラージュ ・コート

5日(日)
ゴールデンカ ップ

三市ー郡

バドミントン大会
総合体育館

市連青陸上競技大会 吉田グラ ウンド

6日開)
北日本新聞

ミラージュ ・コート
朝間テニス大会開始

9日(柑
朝間野球

準決勝
桃山野球場

10日幽 決勝

12日(日)
県剣道連関段位審査会 本江 小 学校

県林道選手権大会 総合体育館

市剣道大会 " 19日(日)
市長杯弓道近的大会 市民 弓 道場

25日出 新川地区 中学校野球大会 桃山野球場

市 体 ・テニス競技 ミラージュ ・コート

26日(日) 市長杯争奪
総合体育館

バレーボール大会



心
に
，刻
も
う
確
か
な
一
冊

③

新

し
し、

本

昭和63年 6月

〈

一

般

書

〉

日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

天

谷

直

弘

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
株
を
や
る
人
の

本

石
井
勝
利
他

「
若
さ
」
と
い
う
財
産
を
無
駄
づ
か

い
す
る
な
/

小

原

信

働
き
ざ
か
り
の
耳
鼻
咽
喉
科

平

林

明

和
食
で
美
し
く
健
康
に
な
る
本

菅

原

明

子

手
作
り
ド
リ
ン
ク
健
康
法白

鳥
早
奈
英

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
瀬
戸
大
橋山

陽
新
聞
社

夫
か
ら
の
贈
り
も
の

長

岡

輝

子

負
け
る
な
/
紙
相
撲

徳

川

義

幸

有
夫
恋

時

実

新

子

日
や
月
や

古

井

由

吉

〈
小

説

〉

春
の
砂
漠
上
・
下

平
岩

広報うおづ(9) 

蒼
い
人
の
伝
説

安

彦

良

和

北
の
旅
殺
意
の
雫
石

津

村

秀

介

安
達
ヶ
原
殺
人
事
件

生

田

直

親

夜
の
ロ
ボ
ッ
ト

増
田
み
ず
子

琵
琶
湖
別
荘
殺
人
事
件

山

村

美

紗

危
険
な
童
話

阿

刀

田

高

浮
巣

笠

原

淳

松
風
は
か
へ
ら
ず

中

里

恒

子

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
人
、
三
冊
、
二
週
間
借
り
出
せ
ま
す
勺

昭和62年度図書館の利用状況

貸出冊数

86.400冊

(民日冊)
うちこども

21，302冊

1
2
7、
1
4
8冊

弓
枝

6
月
の
日
曜
開
館

6 6 
月月

翌 2612 
日日日
月.................... 
曜第第
日 4 2 
は 日 日
休 曜曜
館 .................... 

で "-vー
す 開
。 館

川

柳

教

室

き

6
月
げ
日
幽

午
後
1
時
初
分
i

4
時

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

と
ふ
る
さ
と
魚
津

山市
--m

「風

土

に
生
き
る
方
言
」

深
川
……
…
双
山
出
版
の
お
し
ら
せ

魚
津
の
方
言
集
が
で
き
ま
し
た
。

購
入
希
望
の
方
は
、
図
書
館
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
価
は
一
冊

8
0
0
円
で
す
。

い
き
い
き
富
山

観
光
研
修
パ
ス
教
室

O
対
象
者
県
内
観
光
事
業
従
事
者

O
参

加

費

無

料

O
期
日
と
コ

l
ス

6
月
日
日
(
水
)
黒
部
峡
谷
探
勝

9
月
比
日
(
水
)

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト

叩
月
ロ
日
(
水
)
氷
見
海
岸
・
越

中
万
葉
ふ
る
さ
と
コ

l
ス

2
月
刊
日
(
金
)
利
賀
そ
ば
祭
り

2
月
日
日
(
土
)
自
作
そ
り

・
ゴ

ン
ド
ラ
雪
の
祭
典
コ
ー
ス

O
申
込
み
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
性
別

・
年
齢
・
職
業
・

電
話
を
記
入
の
う
え
、
実
施
日
刊

日
前
必
着
で
申
し
込
み
の
こ
と
。

O
申
し
込
み
先
県
観
光
物
産
課

楽演 第ル ノ|ラ
A 講演E プ 市老

渋神風

劇形人 例会会劇場第こ づおおう
催 6 

3 ク，1レ

連合会 入ク Z土会jEBE2I 5流門7 
市民会月奏会吹団 チユ ンコ 物

奏|セ フ 56や
名

PM 19 PM 16 AM 12 分間 7
と

館
3 日 1日 9日 I 6日 大
時(日) 時(木) 時(日) 時(火) き

ホ
30 

父哩肖 場料入

鉦 鉦 tzbエh 入 Jレ

料 料 市員IJ 場料 催物

イ

と系
や|

まE
'88主
開ァ
催

6
月
お
日
附
1
6
月
初
日
目

午
前
日
時

l
午
後
6
時

※
幻
自
の
み
午
前
日
時
i

富
山
県
産
業
展
示
館
テ
ク

ノ
ホ
ー
ル
、
富
山
市
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

世
界
の
宝
石
、
ワ
イ
ン
、

お
菓
子
な
ど
の
販
売
及
び

展
示

く
わ
し
い
こ
と
は
イ
ン
ポ

l
ト
フ

ェ
ア
と
や
ま
∞
∞
実
行
委
員
会
ま
で

8
0
7
6
4
削
0
0
2
6

O
日
時

O
場
所

O
内
容

県
民
大
学
校

魚
津
工
業
高
校

開
放
講
座

受
講
生
募
集
/

パ
ソ

コ
ン
操
作
の
基
礎

と
集
計
表
の
作
成

7
月
4
日

1
n日
の
聞
に

ロ
回
(毎
週
月
・火
・木
・金
)

図
募
集
期
限

6
月
日
日
(
金
)

図

対

象

一

般

成

人
(
学
生
、
教

員
は
除
く
)

固

定

員

ω名
(
多
数
の
と
き
抽
選
)

図
受
講
料
無
料
(
教
材
は
実
費
)

図
申
込
方
法

氏
名

・
年
齢
・性
別
・

電
話
番
号

・
勤
務
先
を

明
記
の
上
ハ
ガ
キ
で
。

図
申
込
先
魚
津
市
浜
経
団
3
3
3
8

魚
津
工
業
高
校
開
放
講
座
係

図
問
い
合
わ
せ

E
n
|
2
5
7
7

図
テ
ー
マ

固
と

き
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水下
グ
下
水
道
の
し
く
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
グ

Q

汚
れ
た
水
は
、
ど
こ
へ
行
く
の

で

す

か

?

A

①
下
水
管
:
:
:
家
庭
の
台
所

・

水
洗
ト
イ
レ

・
風
呂
な
ど
か
ら
の
汚

水
や
、
工
場
・
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
る
汚
水
は
、
各
家
庭
、
各
工
場
の

排
水
設
備
か
ら
汚
水
ま
す
に
流
れ
こ

み
、
そ
こ
か
ら
道
路
に
埋
設
さ
れ
て

い
る
汚
水
管
に
よ
っ
て
処
理
場
へ
流

れ
て
行
き
ま
す
。

②
ポ
ン
プ
場
:
:
:
汚
水
は
、
高
低
差

の
あ
る
汚
水
管
の
中
を
自
然
に
流
れ

ま
す
が
、
地
形
の
状
況
に
よ
り
、
自

然
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
ポ
ン
プ
場
を
設
け
て
汚
水

を
く
み
上
げ
、
そ
こ
か
ら
再
び
汚
水

管
へ
流
し
込
み
ま
す
。

③
終
末
処
理
場
・・・・・・
汚
水
管
の
中
を

8 
流
れ
て
き
た
汚
水
を
処
理
し
て
き
れ

い
な
水
に
し
て
、
海
や
川
へ
流
す
と

こ
ろ
を
終
末
処
理
場
と
い
い
ま
す
。

Q

終
末
処
理
場
で
ど
う
し
て
汚
水

を
き
れ
い
な
水
に
す
る
の
で
す
か
?

A

終
末
処
理
場
に
は
汚
水
が
き
れ

い
な
水
に
な
る
ま
で
沈
砂
池

・
最
初

沈
澱
池
・
エ
ア
レ

l
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
・

最
終
沈
澱
池

・
消
毒
施
設

・
汚
泥
濃

縮
タ
ン
ク

・
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー

・
汚
泥

洗
浄
タ
ン
ク

・
脱
水
装
置
な
ど
多
く

の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
施
設
の
働
き
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
沈
砂
池
汚
水
管
か
ら
流
入
し
て

き
た
汚
水
を
ゆ
る
や
か
に
流
し
て
土

砂
類
を
沈
め
て
取
り
除
き
ま
す
。

②
最
初
沈
澱
池
汚
水
を
こ
の
池
で

ゆ
っ
く
り
流
す
こ
と
に
よ
り
小
さ
な

浮
遊
物
が
沈
澱
し
ま
す
。
底
に
た
ま

っ
た
浮
遊
物
(
泥
)
は
汚
泥
濃
縮
タ
ン

ク
に
送
ら
れ
処
理
さ
れ
ま
す
。

③
エ
ア
レ

l
シ

ョ

ン

タ

ン

ク

汚

水

の
中
に
活
性
汚
泥
(
好
気
性
微
生
物

を
含
ん
だ
泥
)
を
加
え
、
空
気
を
吹

き
こ
み
、
微
生
物
の
活
動
に
よ
り
小

さ
な
汚
れ
が
大
き
な
固
ま
り
と
な
っ

て
沈
澱
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
最
終
沈
澱
池
沈
澱
し
や
す
く
な

っ
た
汚
物
の
固
ま
り
が
、
こ
の
池
の

底
に
沈
み
、
上
澄
み
の
き
れ
い
な
水

だ
け
が
消
毒
施
設
へ
送
ら
れ
ま
す
。

底
の
泥
は
一
部
を
エ
ア
レ

l
シ
ョ
ン

タ
ン
ク
へ
も
ど
し
、
他
は
汚
泥
濃
縮

タ
ン
ク
へ
送
り
ま
す
。

⑤
消
毒
施
設
最
終
沈
澱
池
よ
り
送

ら
れ
て
き
た
き
れ
い
な
上
澄
水
は
、

消
毒
し
滅
菌
し
た
の
ち
、
川
や
海
に

放
流
し
ま
す
。

⑥
汚
泥
処
理
施
設
最
初
沈
澱
池
、

エ
ア
レ

l
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
や
最
終
沈

澱
池
よ
り
送
り
こ
ま
れ
た
汚
泥
は
、

水
分
を
減
ら
さ
れ
、
体
積
を
小
さ
く

し
、
安
全
無
害
な
も
の
に
し
て
焼
却
さ

れ
た
り
、
農
林
業
用
肥
料
、
土
壌
改

良
等
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

海2な 処らよ
へ水キ理。}ご
訴訟に 場1れ
さなでた
れっき水寺
まてれは
すい

汚A処理保

「しくみ図」下水がきれいになるまでの



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
聞
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
月
は
、
が
ん
の
予
防
法
、
受
診
率
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

A

マ
塩
辛

い
も
の
は
少
な
め
に
、

熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

食
塩
は
一
日
一

0
グ
ラ
ム
以
下
に

日
本
人
の
が
ん
で
、
現
在
も
っ
と

も
多
い
の
は
胃
が
ん
で
す
。
死
亡
率

は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
と
は
い

っ
て
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
胃
が
ん
に
、
密
接
な
関
係
が

あ
る
の
が
食
塩
の
と
り
す
ぎ
で
す
。

食
塩
は
、
が
ん
を
直
接
ひ
き
起
こ

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
が

ん
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

昭和63年 6月

(塩分はひかえめに)

広報うおづ(11) 

加
工
食
品
は
ひ
か
え
て
、
一
日
食

塩
山
グ
ラ
ム
以
下
を
目
標
に
、
う
す

味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
調
理

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
い
も
の
が
好
き
な
人
は
注
意

し
て

ま
た
、
熱
い
茶
ガ
ユ
を
多
く
食
べ

る
地
方
に
、
食
道
が
ん
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
食
塩
と
同
様
に
、

あ
ま
り
熱
い
も
の
は
、
が
ん
が
発
生

し
や
す
い
状
態
を
つ
く
り
ま
す
。
あ

ま
り
熱
い
食
べ
物
は
さ
ま
し
て
か
ら

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ロ ふ比
す

飲
ん
で
い
た
人
が

倒
れ
た
と
き
は

医

ア
ル
コ
ー
ル
の
弱
い
人

に
無
理
に
飲
ま
せ
た
り
、

イ

ッ
キ
飲
み
な
ど
で
気
持

ち
が
悪
く
な
り
倒
れ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

静
か
に
寝
か
せ
、

受診率

区分 若人 退職者 老人 計

入院 2.15 2.80 11.70 3.88 

外来 37.66 63.74 77.14 47.22 

歯科 7.78 10.87 4.33 7.50 

計. 47.59 77.41 93.17 58.60 

63年 1月診療分国保加入状況(63年3月末現在)

( )内は前年同期比

・被保険者数(単位:人)

若人 10，641 (-483 ) 

退職者 1，536 (+ 58) 

老人 2，601(+ 73) 

計 14，778(-352) 

・世帯数(単位:世帯) 6， 143( -1) 

が
下
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
毛
布
を
復
し
ま
す
が
、
ひ
ど
く
苦
し
そ
う

か
け
る
な
ど
保
温
に
気
を
配
り
ま
す
。

だ
っ
た
り
、
こ
ん
睡
状
態
が
続
く

h
f
/
〆

p
z

よ
う
な
ら
救
急
車
を
頼
む
必
要
が

川
町一

JVZクあ
る

で

し

ょ

う

。

下
、
ゾ
/

初
方
九

4/
ν

〆

酔
っ
て
正
体
不
明
の
と
き
に
吐

一・7ノ
d

刈
」
プ
グ

恥川脚
唱

r
d
r
説

A
M
Y
伽

酬

脚

く

と

、

吐

い

た

物

を

外

に

出

す

体

川
い
レ

/

矧

魁

/

勾
州
酬
の
働
き
が
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
、

d
u
u
|
(
/
d

気
管
に
入
っ
て
窒
息
死
す
る
こ
と

呼
吸
が
し
や
す
い
よ
う
に
衣
服
を
ゆ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
口
の
中
か
ら
吐

る
め
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
軽
い
も
の
い
た
も
の
を
取
り
除
い
て
か
ら
横

は
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
自
然
に
回
向
け
に
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

体
1且

人口 =29.66%

世帯=44.81%

(t .~ (t ~ (t ィ・ 9ぺ~~ て~~ '(・.(t.{t、(t~ @~~~〆.~~ /司 、ベー .~_". て聖、 tー ペーベPぺ翌々/CY@ペー

市全体の割合

ご
主
人
が
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
て
、
ご
主
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
奥
さ
ん
を
第
三
号
被

保
険
者
と
い
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め

に
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
の
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は
、

原
則
と
し
て
二
年
以
上
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
未
届
の

方
は
、
七
月
末
日
ま
で
に
届
出
が

必
要
で
す
。

こ
の
と
き
ま
で
に
届

出
が
行
わ
れ
な
い
と
、
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
期
間
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
将

来
の
年
金
額
の
算
定
な
ど
の
上
で

不
利
益
に
な
り
ま
す
。

「
失
業
し
て
所
得
が
無
い
」
、
「
大
き

な
災
害
に
あ
っ
て
家
計
が
苦
し
い
」

等
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
方
は
、
申
出
に
よ
っ
て
保
険

料
を
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る

と
、
万
一
の
事
故
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、

納
め
た
人
と
同
様
に
権
利
が
つ
き
ま

す
が
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
は
そ
の
期
間
だ
け
三
分
の

一
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
経
済
的
に
余
裕
が
で
き

た
と
き
に
は
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期

聞
の
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を
持
参

の
上
市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
包
②

2
2
0
0

内
線

1
1
3
・
1
1
4
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だより
(6月〉

お問い合せは魚津市健康センター

ft24-3999 
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保
O
友
道

2
2
2
0番
地
の

4

O
経
団

加

奈

ち

ゃ
ん
(
長
女
)

0
昭
和
問
年
ロ
月
幻
日
生

O
経
団

亜
矢
ち
ゃ
ん
(
次
女
)

o
昭
和
臼
年
7
月
お
日
生

〈
マ
マ
の
一
言
〉

素
直
で
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て

ね
。

所診療科療診時 診 柘相
日3月7 26 19 12 5 6 

歯科
日3月7 26 19 12 

日5 月6 
日 日 日 日 月 日 日 日

6 在療川 (日) (FI) (1-1) (1-1) (11) (11) (11) (11) (11) (11) 

地目間日急地 谷

医院 科竹歯島 医院 奥歯科村

沢 山

噛
1采 3j3j 

早病院川 平井医院
丘鞍i色掌

月

!E¥.黒 科内午後雌日 療患医休区 医院歯科I11 
口 口

病院I11 医院田
の

医院 科幽 医院 歯科 病院ケ 休

薗日消R署向出;部市 ・ 7 日 日 上

@E53 3 8 本新町江

ゴoコZ 本 上 手伝 緑 末 大 日
宮 三小時 ・セ夜

富354 0 村木
E @ 57 島 @ E O江 書21 村木 草57岡川I 書O6屋量 @ E 4町 霊話8 8 8 昔

宮@ l 光寺 療診医
@O 日 干児斗 i 祝

市 午後 日 ン間
7 ・ タ

0 3 
診療時聞は 、いずれも

5 7 5 6 7 311型 科外時11 • l 5 7 5 午前 9時から午後 5時
8 0 4 2 7 5 まで 8 

内 骨'*噌 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 学 級 妊婦とその家族 6月24日幽 9:30-16:00 ーー・.......・・ー・・・・・・・・・ー・ーーーーーー→ 畳食を ご持参くださし、。

4カ月児健診 4カ月児
6月16日(木)

13 :00-13: 30 魚津市健康
6月23日(村

センター
8カ月児健診 8カ月児 6月22日(水) 13 :00-14:00 ーーーーーー司ーーー ーーーーーー ー-+ ツベルクリ ン反応検査
育児サロン 乳幼児とその家族 6月17日幽 10 : 00 -11 : 30 を併せて行し、ます。

離乳食講習会 8カ月児 6月24日幽 13 : 00 -15 : 00 
-ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・.ーーーー可・， ....... 

麻しん (はしか)の接

1歳6カ月児健診 61年11月生まれの児 6月28日(火) 13 : 00 -14 : 00 極券を発行します。

股関節脱臼検診 3カ月児
6月 2日(柑

13 : 00 -13 : 30 魚津保健所
産後のお母さんの貧血

7月 7日(柑 検査を併せて行います。

60，5，16-60，5，31生まれの児 6月15日や同 尿の検査があります。

3歳児健診 60，6，1-60，6，15生まれの児 6 月 29 日 ~K) 13:00-14 :00 魚 津 保 健 所

60，6，16-60，6，30生まれの児 7月 6日かK)

機能訓練 6月 2日休)
魚津市健康センター

訓練は10:00-12:00
脳卒中後遺症のある人 10 : 00 -15 : 00 診察は13:00-14:00

(リハビリテーション) 6月16日(木)
血圧倒l定、心電図、検原

健 康 相 談 一般市民
6月 2日休) 13 : 00 -15 : 00 魚津市健康センター 診察が受けられます。

6月14日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

心の健康相談 一般市民 6月14日(刈 13: 30-15 :00 魚津保険所 老人ボケの相談も受けます

ツベルタリン反応 8カ月児 6月22日(*) 13: 30-14 :00 魚津市健康

B.C・G予防接種 8カ月児 6月24日幽 13:30-14:00 センター

6月 3日幽 西布施公民館

胃ガン検診 一般市民
6月10日幽 松倉公民館

6月30日(村
8:45-10:00 

天 神 公 民 館 料金 69オ以下 700円

7月 5日(火) 下中島公民館

6月 3日幽 西布施公民館

子宮ガン検診 一般市民
6月10日働

13:00-14 :00 
松倉公民館

6月30日(柑 天 神 公 民 館 69オ以下 700円

7月 5日(火) 下中島公民館

6月 3日幽 西布施公民館

乳がん検診 一般市民 6月10日幽 13 :00-14:00 松倉公民館 料金 1，100円

7月 5日(火) 下中島公民館

。がん検診希望者は、実施日 10日前まで魚津市健康センターへo 予定数に達したら締切ります。
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O
北
中

8
3
2番
地

0
寺
田
学
く
ん
(
次
男
)

O
昭
和
臼
年
8
月
8
日
生

〈
マ
マ
の
一
言
〉

元
気
で
、
健
康
な
子
ど
も
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

来
γ
ll様
1
1
4-T
}
t業

主

7
4
14
J

歯の衛生週間
6月4日---10日

一生自分の歯で食べよう
四11111111111

長一一帯一一恭一義一→

と き と
、.

ろ と き と 、「ー炉ー ろ」

住 6月1日(水) 9:30-11 :30 黒沢公民館⑧ 6月15日(水) l3 : 15 -15 : 00 有山公民館⑧

民 6月1日(水) 13 : 00 -15 : 00 長引野公民館⑧ 6月17日働 9:30-11 :00 青島 3区公民館

検 6月3日働 9:00-11 :30 西布施公民館⑮ 6月17日働 13: 15 -15: 00 出 公 民 館⑫

幸同5会' 
6月3日樹 13 :00-20: 00 西布施公民館⑧ 6月22日(水) 9:30-11 :00 魚津市健康センター

〆-、 6月7日(火) 9:30-11 :00 旧白倉小学校⑧ 6月22日(水) 13: 15 -15: 00 青 L庖.uJ tz』z 自官

議吉 6月7日(刈 13 : 00 -15 : 00 鹿熊公民 館⑧ 6月24日倒 9:30-11 :00 加積公民館

核 6 月 8 日 ~K) 9:30-11 :30 松倉農協支 所⑧ 6月24日幽 13 : 15 -15 : 00 勤労者会館

と 6月8日(ノK) 13 : 00 -15 : 00 坪野小学校⑧ 7月1日倒 9:30-11 :00 東山公民館⑧ i

成 6月10日幽 9:00-11 :30 松倉公民館⑧ 7月1日幽 13 : 15 -15 : 00 上中島公民館⑫ l

人 6月10日ω 13 : 00 -20 : 00 松倉公民館⑧ 7月6日や'K) 9:30-11 :00 木下新公民館⑧

病
6月15日(水) 9:30-11 :00 道下公民館 7月6日(村 13 : 15 -15 : 00 天神公民館⑧

、~ ⑧ は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やそ

の他で健診を受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(岱⑮3999)

受
講
者
募
集
/
-

《魚
津
保
健
所
》

食
品
衛
生
教
室

マ
場
所

魚
津
保
健
所

マ
時
間

9
時
初
分

1
日
時
初
分

マ
日
程
及
び
内
容

-
6
月
勾
日
附

O
台
所
の
衛
生
を
考
え
る
。

れ
検
査
実
験

・7
月
幻
日
制

O
食
品
の
選
び
方

0

・8
月
払
日
附

O
水
に
つ
い
て
。

食
器
類
の
よ
ご

食
品
会
社
見
学

自
家
水
検
査
実
験

内 n廿- 対 象 と き と ころ

-第 1期= 13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康

3回接種 センター

予
4月実施日

該当 地 区百ジ破 現在、2歳児

日テフ 傷
で、4月 -5 村木、大町、本江
月に 1回一2

防 せリ 回接種ずみ 6月6日(月) 住吉、上野方、

きア庖L の幼児。 上中島
、ーーー____.， -第2期 =1

接 一 回のみ接種 道下、加積、経団
種 第 1期 を2回

6月9日休) 片員 、西布施、j昆 -3回接種

種
メE入3 k?f-了児で、 天神、松倉

1設S冬4安手A月

になる 3歳 6月30日休)
受けなかった

児。 全地区の方

-
9
月
お
日
附

O
健
康
食
品
に
つ
い
て
。
富
山
県
薬
用
植

物
セ
ン
タ
ー
見
学

-
m月
初
日
附

0
寄
生
虫
と
ペ

ッ
ト
の
衛
生
管
理
。
食
品

の
着
色
料
検
査
実
験

-
H
月
初
日
附

O
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
見
学

保
健
看
護
教
室

健
康
観
察
や
応
急
手
当
の
方
法
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
?

マ
期
間

6
月

1

9
月

・
7
回
コ
ー
ス

(
初
回
は

6
月
幻
日
)

マ
時
間

午
後

1
時
初
分

1
3
時
初

分魚
津
保
健
所

マ
場
所

マ
内
容

・
何
か
変
だ
な
?

(
日
常
の
健
康
観
察
)

.
さ
あ
大
変
グ
応
急
手
当
の
知
識

.
や
っ
て
み
よ
う

(
腰
痛
体
操

・
人
工
呼
吸
法

等
)

・
薬
の
正
し
い
使
い
方

・
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ

い
ず
れ
も
、
お
申
し
込
み
は

6
月
初

日
ま
で

(
魚
津
保
健
所

8
2
4
1
0
3
5
9
)
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おしらせ

昭和63年 6月

今
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、

6
月

1
日
か
ら

6
月
日
日
ま

で
に
現
況
届
を
市
役
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
状
況
や
養
育
状
況
な
ど
毎

年
確
認
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
届
出

を
さ
れ
な
い
と

6
月
分
以
降
の
支
払

い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

以
前
、
所
得
超
過
で
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
も
制
限
額
が
変
り
ま
す
の

で
、
認
定
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
き
い
。

届
出
用
紙
は
市
社
会
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

手
続
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

.
印
鑑

・
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
記

号
番
号
(
証
明
書
用
紙
は
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。)

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有

し
て
い
る
方
で
、
や
む
を
得
ず
転
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
転
用
申
請

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
前
に
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
の
認
可
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

6
月
刊
日

i
初
日

マ
提
出
先
市
農
政
課

マ
添
付
書
類

ω申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

ω付
近
見
取
図
、
公
図
、
建
物
配

置
図

ω土
地
改
良
区
の
同
意
書

ω農
家
、
分
家
住
宅
の
場
合
は
、

所
有
農
地
一
覧
図

ωそ
の
ほ
か
必
要
書
類

申
請
さ
れ
る
方
は
、
書
類
を
作
成

す
る
前
に
希
望
場
所
を
市
農
政
課
庶

務
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

土砂災害防止月間
6月1日--30日

か
磁器一邑

角
川
ダ
ム
で
は
、
大
量

の
雨
な
ど
で
多
く
の
水
が

出
る
と
き
や
、
川
の
水
位

が
急
に
上
が
る
と
思
わ
れ

る
と
き
は
、
サ
イ
レ
ン
や

笹
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は

危
険
で
す
か
ら
、
川
の
そ

ば
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

性別 募集職種 年齢 賃金 地区 人員 資そ格の経験他

事経務理員 18-40 10-20万円 * J誌 2 高卒以上

営業員 20-50 15.5-22.5 ケ 営あ業れ経ば験可

男 洋及食び調見理士習 16-30 11-17 駅前新町 2 不 払可

建具工 16-30 9.5-11.5 北鬼江 2 普 免

移動運式転クレ 20-40 15-25 大光 寺 2 高ク卒レ以ー上ン免、普許免
ーン 手

介護職員 20-40 14-16 大光 寺 2 不 問

事務員 18-40 9 友 道 l 普 免

女 事経務理員 18-40 10-20 で5 j誌 2 高卒以上

め製 造ん 類工 25-50 10-11.25 自 i~t 2 弓二 問

配運達転員 25-45 9-9.5 本 手行 普 免

く求人情報〉求めています.グ

-
申
し
込
み
受
付
期
間

6
月
げ
日

1

7
月
7
日

・
第
一
次
試
験

7
月
訂
日
制

県
立
富
山
高
等
学
校

.
受
験
資
格

昭
和
初
年
4
月

1
日
か
ら
昭
和

必
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
、
ま
た
は
昭
和
似
年
3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

・
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
響
察
署

宮
μ
|
1
3
3
3

。

条

件

カ

ラ

l
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

ズ
、
未
発
表
の
も
の

O
締
切

6
月
初
日
(
木
)

。
応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

写
真
募
集
係

干
蜘
富
山
市
舟
橋
南
町

5
l
u

8
0
7
6
4
ー
ロ
|
2
9
5
8

第
悶
回
魚
津
市
将
棋
大
会

6
月
刊
日
(
日
)

午
前
9
時
初
分

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ
競
技
方
法
有
段
者

(
A
級
)
・
級

位
者

(
B
級
)
・
初
心
者

(
C
級
)

の
3
ク
ラ
ス
別
に
平
手
戦

マ

会

費

一

般

一

、

五

O
O円

学

生

一

、
0
0
0円

マ
問
い
合
わ
せ
先

g
n
|
3
8
5
4
(
飛
世
)

マ
と
き

※くわしくは、魚津公共職業安定所へ

お問い合わせ下さし、。 ft24-0365

昌屯三』

波
防

6 法
月止
1 返
日旬
占反
日間

議』



一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

売
買
な
ど
の
取
引
を
す
る
場
合
は
、

契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
に
届
出
が

必
要
で
す
。

ω市
街
化
区
域
二
、
0
0
0
.町
以
上

同
仰
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
、
O
O
O
M
以
上

村
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
O
、
0
0
0
.町
以
上

個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て
も
、

合
計
し
て
い
く
と
一
定
面
積
以
上
と

な
る
一
団
の
土
地
取
引
は
、
個
々
の

取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
出
が
必

要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で

昭和63年 6月広報うあ、づ。。

罰
せ
ら
れ
た
り
、
税
法
上
の
特
典
が

う
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
市
開
発
課
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
内
線
引

L
P
ガ
ス
の
点
検
〈

6
月〉

実
施
地
域
・:
下
野
方
地
区

(
8
号

線
海
側
)。
点
検
に
は
県

L
P
G
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。
宮

μー

5
3
4
0

チ
ャ
ン
ス
ノ

チ
ャ
レ
ン
ジ
/

|
あ
な
た
が
生
か
す
均
等
法
|

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
て
2
年
あ
ま

り
経
過
し
ま
し
た
。
あ
な
た
の
職
場
で
は
募
集

・

採
用
、
配
置

・
昇
進
、
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、

定
年

・
退
職

・
解
雇
に
つ
い
て
、
男
女
の
均
等
待

遇
が
進
ん
で
い
ま
す
か
?

富
山
婦
人
少
年
室
で
は
、
月
間
中
、
各
種
行
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
女
子
労
働
者
か
ら
の
相

談
を
受
付
け
て
い
ま
す

o

h

F

-

〓

く
わ
し
く
は
富
山
婦
人

飼

い

禄

匂
竺一

少
年
室
(
富
山
市
牛
島
新

野

島

監

町
日
|
7
)
へ
ど
う
ぞ
。

ト
h
川
引
?
ぷ
一
一

9
.コ
/
ポ
例
明
F
札
も

R
ハU
一~

2
0
7
6
4
l
mー

2
7
4
0

d
ド
h
M
uu--
二

ご寄付ありがとうございました
b魚津市社会福祉基金として

0魚津市金浦町 1の35

2万円 三崎

20，000円

30，000円

30，000円

30，000円

50，000同

30，000円

100，000円

50，000同

50，000円

30，000円

50，000円

100，000円

30，000円

30，000円

10，000円

2，500円

2，500円

100，000円

60，000円

10，000円

5，000円

2，500円

2，500円

4，262円

50，000円

2，500円

30，000円

20，000円

50，000円

30，000円

5，000円

魚津第二保育園

溝口 松蔵 舛方

徳本忠雄 東城

新j兵伸幸 諏訪町

川西政治 川縁

岡本健三 上口二丁目

故山本征仁 弥源寺

水内 秀夫 本町二丁目

関口 忠秀 天神町'新

牧野利保 六郎丸

樋渡 究 新金屋二丁目

本吉喜久雄 港町

金坂 厳 吉野

水口 昇 六郎丸

四十内松栄 本町一丁目

船田安子 末広町

川村鉄実 吉島

谷口 正 末広町

北出 重雄 本江

友田 道的 新角川二丁目

(イ{)魚津飯金 吉島

石崎 政雄 火の宮町

舛崎タミ 中央通り 二丁目

魚津保育会親睦会一同

太田 侃 新角川 二丁目

里崎あい子 慶野

鳥切久雄 新角川一丁目

三由静枝 新宿 2区

窪 田涼子 大海寺野

浜住ノ、ル 諏訪町

野村 幸夫 立石

写
真
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

(
魚
津
郵
便
局
)

。
写
真

・
テ

ー

マ

簡

易

保

険

・
郵
便
年

金
の
融
資
施
設
ま
た
は
加
入
者

福
祉
施
設
を
題
材
と
し
た
も
の

0

・
応
募
期
間
7
月
白
日
ま
で

・
大

き

さ

一

般

の

部

四

ツ

切

小
中
学
生
の
部
キ
ャ
ビ
ネ

。
作
文

-
テ

l
マ

簡

易

保

険

・
郵
便
年

金
に
関
係
あ
る
も
の
。
助
け
合

い
の
心
、
そ
の
他
自
由
。

-
応
募
期
間
6
月
初
日
ま
で

-
応
募
資
格
と
側
字
詰
原
稿
枚
数

小
学
5
1
6
年
生
3
枚
ほ
ど

中
学
生
4
1
5
枚
ほ
ど

く
わ
し
く
は
2
n
|
0
4
5
0
へ

アヤ氏

魚津善意銀行へのご寄付
(5月10日受付分まで〕 く敬称略〉

街
路
樹
な
ど
の
害
虫
駆
除
に
つ
い
て

場
合
は
、
す
べ
て
の
作
業
は
市
で
行

い
ま
す
の
で
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
 

市
内
の
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
は

新
緑
も
鮮
や
か
に
す
く
す
く
と
育
ち
、

緑
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
6
月
初
旬
か
ら
7
月
下

旬
に
か
け
て
、
害
虫
駆

除
の
た
め
薬
剤
散
布
作

業
を
行
い
ま
す
。

こ
の

際
、
自
動
車
の
移
動
や

洗
濯
物
の
と
り
入
れ
な

ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
樹
木
に
害
虫
が

発
生
し
た
と
き
や
、
樹

木
の
努
定

・
枝
払
い
な

ど
が
必
要
と
思
わ
れ
る

内
線
3
4
2
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大町小学校

魚津保育園

のお友だち

@
底
窃

鶴子

広報うおづ昭和63年 6月

お
っ
と
っ
と
:

親
子
運
動
会

5
月
辺
日
の
日
曜
日
、
大
町
小
学

校
で
親
子
運
動
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

小
雨
様
様
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
は

m
m走
や
団
体
競
技
に
元
気
に
と
び

ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
方

一

も
大
勢
参
加
さ
れ
、
親
子
競
技
で
は
一
七

子
供
達
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
大
ハ

ツ
ス
ル
。

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

~ ， 

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

は
し
も
と
だ
い
す
け
く
ん

(
5歳
)

魚津保育園

~ ‘ iIìfIá ..-・

6 3  
問， 、

JU 
歯画幅福認ど

に

ーと」

“お母さん、粉っぽい./"“お父さん、早<" 

司-崎』

、._;:

“みんな、ガンバッてるわね"

「
か
た
つ
む
り
」

二
ば
や
し
だ
い
す
け
く
ん

(
5歳
)

占正

レ。」ー

る I~
ぞと
ごまう~ 1J.3 

型⑧量
く"2セ
だ 4 ン
さ O タ
い 2 I 

〈

6
月
の
行
事
〉

①
ロ
日
制

2
時

1

オ
セ
ロ
大
会

(
申
し
込
み
は
日
日
ま
で
)

①
げ
日
幽

i
m日
制

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

月
曜
日

・
祝
日

※
休
館
日

編
集
を
終
え
て

水
無
月

・
風
待
月
な
ど
の
異
称
を

も
っ
六
月
と
な
り
ま
し
た
。
も
う
年

の
半
ば
、
入
梅
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
健
康
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

市
の
広
報
は
、
ど
う
し
て
も
一
方

通
行
に
な
り
が
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら

は
対
面
通
行
や
歩
行
者
天
国
的
場
を

作
り
出
す
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報

・
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

印刷/魚津印刷株式会社

置置ヨ・

編集/企画広報室

人 (前月対比)

人口(男)23 ，895 (+ 19) 
(女)25，917 (ー32)

計49，812(ー13)

世帯数 13，764世帯

市の面積 200. 75km' 
海岸線 7.9km 

(4月末現在)


